今号のテーマは「豊かな暮らしを支援する」です。しかし、このテーマをいざ考え始めると、大変難しいテーマです。
まず「豊かな」とはどのような状態を指すのか。人によって、年代によって、また時代によって、地域・国によってその概念は違うのではないか。さらにいえば、同じ人においても、いろんな場面で「豊かな」が異なってくるのではないか。要は何をもって、どのような状態をもって「豊かな」と言うのか。さらに、「暮らし」とはどのような内容を指すのか。日々送る日常の中にあるものを指すのか、もっと永く人の一生と表裏するものを指すのか。最終的には、以上のように固定できないものを「支援する」とは、時間軸として、日々において行動する内容をいうのか、少し長い期間で考える内容をいうのか、はたまたもっと永くその人の一生を考える内容を指すのか。
　以上のようなことを考え始めると、このテーマについて整理し、書く能力が私にはないと思いました。
　しかし、身の回りを振り返ると、いくつか思い当たる言葉がありました。順序にかまわずに書くと、まず、障がいのある本人、次に家族、さらにその周囲にいる関係者など。そして何よりノーマライゼーション、障害者権利条約（以下、条約と言います）、そして最近よく耳にする意思決定支援です。
私は、障害者権利条約の中で頻繁に使用されている「他の者との平等を基礎として」、これこそがノーマライゼーションの方向ではないかと思っています。逆に言うと、豊かでない暮らしとは、「他の者との平等を基礎として」いない状況であり、同じ時代の同じ社会で生きる同じ年代の者と生活を営み、社会的経験を積む機会が与えられないなどが、社会の仕組みにより保障されないことではないかと思い当たりました。
そこを何とかするのが私たち福祉事業に従事する者の役割、いや私たちだけでなく国・国民の役割ではないかと思っています。今まではそれをすべて親が担ってきた、特に母親が担って来たと思います。母親は障がいをもった子の世話をすることが自分の終生の役割だと思い、社会に対する異議申し立てなど考えつかなかったことでしょう。ということは、少なくとも障がいをもった人がいる家族のノーマライゼーションということは意識されてこなかったということでしょうか。
障がいをもって生れてきた人にも、育成会の理念が謳うライフサイクルはあります。乳幼児期、就学期、成年期、壮年期、高齢期。そして、親亡き後の時期。各々の時期において、将来を考えての支援のあり方や加齢に伴う心身の変化への対応や、人により成年後見制度の利用が必要となります。
これらに対応をするためには、社会の側においてなされるべき事柄がいくつかあると思われます。一つは社会資源の整備です。社会資源が整備されれば、障がいのある人がそれを利用して社会参加ができるのみならず、親も自分の人生に割ける時間等が生まれ、家族のノーマライゼーションが進むのではないかと思っています。
二つ目は、きょうだい、祖父母、叔父叔母や地域等の理解を得られる支援のあり方、啓発を考える必要があります。三つ目は、今盛んに言われる意思決定支援に関わることですが、障がい者のライフサイクルに継続的に関わり、本人の生活や本人に対するケアにするためには引継を繋げつつ、一貫した支援が必要です。そのための体制の整備が必要であります。　　
障がいのない人がその人のライフサイクルを自ら考え組み立て生きていくように、障がいのある人がそのライフサイクルを組み立てられるようにする社会の仕組み、あり方が必要であると思います。
そのための社会の進歩は、障害のない人にも住みやすい社会の進歩だと思います。
